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※該当する観点に をすることﾁｪｯｸ

Ⅰ．学校の概要（平成１４年４月現在）

松阪市立東部中学校

１年 ２年 ３年 ｢ ｣ 計 教員数障害 児学級

学級数 ５ ４ ５ １ １５

２８

生徒数 １６９ １４１ １８４ １ ４９４

Ⅱ．実践研究の概要

１．主題（テーマ）

互いにみがきあい、高まる生徒づくり

よりよい集団づくりのもとに、生きる力を培う授業づくり

２．内容と方法

（１）実施学年・教科

全学年、全教科、全領域で実施している。

「学力」とは、生徒一人一人が、目標をもって生きるための力である。

本校では、昨年まで生活課題をかかえる生徒「核にしたい生徒」を中心に据え

た学級集団づくりの取り組みを研修の大きな柱として推進してきた。

これまでの「人権・同和教育」の取り組みの経緯や成果を生かし、全学年、全教

科、全領域において、集団づくりをもとにした授業づくりの実践を推進し、生徒

の学びを保障する研究に取り組んでいる。



（２）年次計画

○テーマ

「互いにみがきあい、高まる生徒づくり よりよい集団づくりの

平 もとに、生きる力を培う授業づくり」

○仮説

成 生徒の学習意欲や関心を高めるため、年間指導計画（カリキュラム）

や学習指導案、評価基準表を作成し、これまでの授業内容や指導方法

１４ を見直す。

○研究内容・方法

年 ① 年間指導計画（カリキュラム 、学習指導案、評価基準表を作成）

する。

度 ② 「学力」について議論し、本校の目指す「学力」について共通認

識を深める。

③ 各教科で、学力向上に向けた具体的な取り組みを始める。

④ 全ての教科で、授業研究や公開授業を実施する。

⑤ 他校の研究発表会に参加する等して、先進校での取り組みに学び

、授業実践に役立てる。

（３）研究体制

①学習指導計画と教科目標

の策定

全 各研

②評価基準の設定と運用

究

③授業研究実施に向けての体 教

推 指導案作り

進 ④授業研究（公開授業）の研 科

実施とまとめ

委

⑤学力診断テストの実施修 部

員

⑥学力診断テストのまとめ

会 と分析会 会

⑦学力向上に向けた具体的

な取り組み



Ⅲ．平成１４年度の成果と課題

○成果

① 「朝の１０分間読書」を実施して、読書の習慣を身つけることができた。

② 先進校視察や研究発表会に参加し、進んだ取り組みから学ぶことができた。

③ 計画的に公開授業を実施し、授業研究に取り組むことができた。

④ 年間指導計画（カリキュラム 、評価基準表を作成し、それに基ずいて学力）

向上に向けての具体的な取り組みを始めることができた。

⑤ 全校生徒対象に「学校生活に関するアンケート」と学力調査「ＣＲＴ」を実

施して、生徒の実態や現状を客観的に把握することができた。

○課題

① 全ての教科で、計画通りに公開授業を実施することができなかった。

② 数学と英語において、ＴＴや分割授業に取り組んでいるが、一部の学年のみ

で、教師の人数不足のため、全ての学年で実施することができなかった。

③ 学習指導案の作成、教材研究等が十分できず、必ずしも充実した授業ができ

なかった。

Ⅳ．学力把握のための学校の取り組みについて

① 学力調査（ＣＲＴ）を実施している。

② 「学校生活に関するアンケート」を実施し、生徒の学習に対する意識や実態を

把握している。

Ⅴ．フロンティアスクールとしての成果の普及について

・研究会、説明会等の開催予定については、検討中であり未定。

・ＨＰ作成についても検討中。


